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川崎医科大学附属図書館の‘激動の四十年’と‘未來への展望’




































































































































は，2002年 当 時 で Elsevier，Springer，Wiley，
Blackwell および Academic Press をさします（現























































































































































































































































































































Hill 社では ACCESS Medicine として，ハリソ
ン内科学書など定番テキスト14タイトルの e
ブックをパッケージ販売しています．Online 















































































































第10回（2011. ４） Charles Darwin と種の起源
第11回（2011. ５） ビーグル号航海と適者生存
第12回（2011. ６） 『裸のサル <The Naked Ape>』　と デスモンド モリス
第13回（2011. ７） 原発事故 Three Mile Island （TMI），Chernobyl そして Fukushima
第14回（2011. ８） 長島愛生園と神谷美恵子
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3 辻岡 克彦 生理学教授 2003.4.1～2008.7.21
4 石原 克彦 免疫学教授 2008.1.1～2009.3.31






ておられた創刊からの Index Medicus は，今後，時の流
れとともにその価値が高まっていく事と思います．石
井先生が担当された時期は，今ふりかえると外国雑誌
の価格が高騰し始めた「シリアルズ・クライシス」の
初期で，毎年の外国雑誌購入カットへの対応にご苦心
された事と思います．また，図書館業務にコンピュー
タを導入し，図書館のイメージが大きく変わった時で
もありました．辻岡先生は洋雑誌のプリント版からオ
ンライン版への移行期で，ワーキンググループを結成
し雑誌の利用状況を計量化し，それにもとづいて雑誌
削減を主張され，厳しい時期を乗り越えられました．
石原先生は辻岡先生の後，業務のシステム更新に尽力
され，現在の体制をととのえてくださいました．４名
の先生の築かれた成果の上に立ち，附属図書館は40周
年を迎え，無事改装を終えて，新しい出発ができました．
この場を借りて，御礼申し上げます．

